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4.1 文字列の符号化

日本語や英語で書かれた文章は、文字や数字、句読点などの記号の並びと考えることができます1。

そこに現れることのできる文字や数字、記号は限られた種類しかありませんから、このような文章

も容易にディジタル情報として表すことができます。たとえば、英文に現れる可能性のある文字を

考えると、A ～ Z の大文字 26種類、a ～ z の小文字 26種類、0～ 9の数字 10種類、その他の記号

数十種類程度と考えると、基本的には 100通り程度しかありませんので、7 bitもあれば、1つの文

字を指定することができるはずです。そこで、それぞれの文字に (たとえば) 0～ 127までの固有

の整数値 (これをその文字の文字コードと呼びます)を割り当てておき、この整数値を表すビット

列 (たとえば二進法表記)を英文の長さだけ並べることで、英文全体をディジタル情報として表現

することができます。

次の表は、ASCIIコードと呼ばれる文字コードの割り当て方です。ASCIIコードは、計算機や通

信機器で文字情報が扱われるときの最も基本的な文字コードの規格として使われています。ASCII

コードは、米国で決められた規格ですので、英字や数字、限られた記号などしか表現することがで

きませんが、日本を含め他の地域で使われる文字の文字コードも、多くの場合、この ASCIIコード

を拡張あるいは若干変更する形で規格が定められています。
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ASCII コード (右肩の整数が文字コード)

ASCII コードでの文字コードが 0 から 31 までと 127 の文字は制御文字と呼ばれ、目に見える

文字を表すのではなく、通信手順や表示 (印刷)の書式等を制御するために用いられます。これに

対して、英字や数字などの目に見える文字を図形文字と呼びます。文字コード 10 の LF は「改行

1文字の大きさや書体の違いは考えないものとします
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文字」と呼ばれる制御文字で、行がそこで次の行に移っていることを表します。また、文字コード

32の SPは「間隔 (スペース)」と呼ばれ、文字と文字の間に置く空白を表すためのものです。SPは

制御文字に分類されることも図形文字に分類されることもあります。

符号化の例 例えば、「Ryukoku Univ.」という (スペースや「.」を含めて)13文字からなる文字列を

次のような取り決めに従って符号化してみましょう。

1. 各文字の ASCIIコードを 7 bitのビット列 (二進数)で表す。

2. 得られたビット列を左から順に並べて (7×文字数)bitのビット列を作る。

まず、文字列「Ryukoku Univ.」の各文字に対応する 7bit のビット列を調べてみると、次の表のよ

うになります。

文字 R y u · · · u U n i v .

文字コード 82 121 117 · · · 117 32 85 110 105 118 46

ビット列 1010010 1111001 1110101 · · · 1110101 0100000 1010101 1101110 1101001 1110110 0101110

よって、この方法で「Ryukoku Univ.」という文字列を符号化すると

101001011110011110101 · · · 1110101010000010101011101110110100111101100101110

という 91 bitのビット列になります。

ここでは 1文字を 7bit で表しましたが、実際には 8bit で表す場合がほとんどです。その場合、

同じ文字列は

010100100111100101110101 · · · 01110101001000000101010101101110011010010111011000101110

という 104 bit (13 B)のビット列に符号化されることになります。

4.2 演習問題

1. 自分の名前のイニシャル (たとえば HN)の各文字を ASCII コード (整数値)で表し、その 2

つの整数値をそれぞれ二進法で 7 bitのビット列に変換して、名、姓の順に並べると 14 bitの

ビット列になります。こうして得られるビット列を求めなさい。

2. 次のビット列は、ある英単語を構成している文字を ASCIIコードで表し、それぞれ二進法で

8 bit のビット列に変換して、左の文字から順に (左から右に)並べて作ったものである。も

との英単語を求めなさい。

01000011011011110110010001100101

3. 200名の人が 100点満点の試験を受けるときの、それぞれの人の氏名と試験の点数を記録し

たい。このときのディジタル情報の量は全体で何 byte 必要となるか考えなさい。ただし、

氏名はローマ字で書き表し、各文字の ASCII コードを 7bit のビット列にして、30文字分を
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並べて記録する。ローマ字の氏名が 30文字を越える場合は、31文字目以降は無視すること

にし、30文字に満たない場合は余った部分をスペース (SP)の文字コードで埋めることにす

る。また、試験の点数は 1点単位であり、試験に欠席した場合は、そのことが記録されるよう

にする。1人分の情報は決まった長さのビット列で記録するものとし、これを 200名分つな

ぎ合わせることで全体の情報を記録するものとする。

情報処理の基礎・第 4回・終り
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